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［
総
務
課
広
報
］
九
月
二
十
四
・二
十
五
日
の

二
日
間
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
（
中
部
森
林
管
理

局
管
内
加
盟
社
）
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
五
社
か
ら
は
五
名
が
参
加

し
、
森
林
管
理
局
か
ら
は
鈴
木
局
長
、
大
坪
名

古
屋
事
務
所
副
所
長
、
販
売
課
清
水
企
画
官
、

飯
村
上
席
技
術
指
導
官
、
加
藤
広
報
主
任
官
が

同
行
・
案
内
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

の
実
現
に
不
可
欠
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み

と
、
同
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る

「
木
材
利
用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
よ
る

森
林
・
林
業
の
低
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
」
を

テ
ー
マ
に
視
察
箇
所
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
木
材
利
用
の
観
点
か
ら
視
察
先
と

し
て
選
ん
だ
「
株
式
会
社
デ
ィ
ー
エ
ル

デ
ィ
ー
」（
長
野
県
伊
那
市
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
社
は
、
輸
入
薪
ス
ト
ー
ブ
の
販
売
が
主
業
だ

が
長
野
県
・
山
梨
県
な
ど
に
土
場
を
持
ち
、
薪

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
薪
は
針

葉
樹
（
カ
ラ
マ
ツ
・
ア
カ
マ
ツ
等
）
が
中
心

で
、
四
五
㌢
㍍
に
玉
切
っ
た
も
の
は
一
立
方
㍍

当
た
り
六
千
円
で
買
い
取
り
を
行
い
ま
す
。
宅

配
は
、
住
宅
に
設
置
さ
れ
た
専
用
の
ス
ト
ッ

カ
ー
を
軽
ト
ラ
で
回
り
、
薪
の
減
少
分
を
補
充

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
向
か
っ

た
の
は
同
じ
く
伊
那
市
に
あ
る
「
有
賀
建
具

店
」、
店
主
の
有
賀
恵
一
さ
ん
は
、
近
く
の
山

に
あ
る
木
約
六
十
種
類
を
使
っ
て
家
具
・
建
具

を
製
造
し
、
本
ウ
ル
シ
や
チ
ャ
ン
チ
ン
、
タ
モ

な
ど
、
色
や
木
の
性
質
を
生
か
し
た
製
品
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
店
の
周
り

に
は
天
然
乾
燥
材
が
約
二
万
枚
積
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
在
庫
量
に
林
政
記
者
か
ら
は
驚
き
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
を
訪

れ
、
先
ず
、
七
宗
国
有
林
を
研
修
ヤ
ー
ド
と
し

た
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
の
現
地
実
習
を
見
学

し
ま
し
た
。
当
日
の
現
地
実
習
で
は
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
の
策
定
業
務
に
必
要
な
知
識
を

習
得
す
る
た
め
、
何
班
か
に
分
か
れ
研
修
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
岐
阜
県
白
川
町
の
「
東
濃
ひ
の
き
製
品

流
通
協
同
組
合
」
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施

設
「
森
の
発
電
所
」
を
視
察
。
渡
邉
専
務
か
ら

乾
燥
施
設
を
含
め
た
先
進
的
発
電
施
設
の
概
要

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
同
専
務
か
ら
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
へ
の
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
苦
労
話
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

ＤＬＤの土場

准フォレスター研修実習地にて

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
の
現
地
視
察

薪の宅配システムの説明を受ける一行

地域材を活用した製品づくりに
取り組んでいる有賀さん

「森の発電所」のプラント 「森の発電所」の施設について説明を受ける
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［
総
務
課
］
学
生
が
中
部
森
林
管
理
局
の
実
際

の
行
政
実
務
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の

意
欲
を
喚
起
し
、
高
い
職
業
意
識
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
及
び
林
野
行
政
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
今
年
度
は
五
署
（
所
）
で
募
集
。
四
署
に

八
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

◆
中
信
署
◆

　

～
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
～

　

七
月
三
十
日
〜
八
月
三
日
ま
で
の
五
日
間
、

長
野
県
林
業
大
学
校
か
ら
一
年
生
二
名
を
受
け

入
れ
、
主
に
、
森
林
管
理
署
の
現
場
業
務
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
主
眼
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
越
原
国
有
林
へ
移
動
し
、
岐
阜

森
林
管
理
署
柴
山
企
画
官
か
ら
「
東
白
川
村

新
巣
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
と
サ
ン
ト

リ
ー
Ｈ
Ｄ
株
式
会
社
と
の
間
で
締
結
し
た

「
社
会
貢
献
の
森
」
協
定
に
関
す
る
説
明
と
、

今
後
の
路
網
開
設
や
間
伐
等
森
林
整
備
に
係

る
計
画
の
説
明
を
受
け
、
二
日
間
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

林
政
記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
木
材
利
用

の
新
し
い
試
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
息
吹
き
を
感
じ

た
。」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
効
果
的
に
情
報
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
日
目
は
、
奈
良
井
国
有
林
に
お
い
て
森
林

官
及
び
事
業
体
の
技
術
者
か
ら
製
品
生
産
事

業
、
造
林
事
業
の
実
行
の
説
明
を
聞
き
、
保
育

間
伐
活
用
型
事
業
地
で
は
、
森
林
作
業
道
作
設

工
程
や
森
林
整
備
状
況
を
見
学
し
、
山
の
達
人

の
仕
事
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際

に
間
伐
作
業
を
体
験
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
上
高
地
に
お
い
て
、
治
山
事
業

の
意
義
と
目
的
に
つ
い
て
学
び
、
景
観
に
配
慮

し
た
施
工
や
渓
床
勾
配
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ

り
森
を
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
結
果

と
し
て
国
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
美
ヶ
原
高
山
植
物
保
護
パ
ト

ロ
ー
ル
に
随
行
し
、
入
山
者
が
増
え
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
高
山
植
物
が
保
護
さ
れ
、
ゴ
ミ

が
無
い
の
は
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
啓
発
活
動
等
に
よ
り
効
果
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

四
日
目
は
、
国
有
林
の
管
理
に
つ
い
て
、
首

席
森
林
官
と
電
力
会
社
職
員
か
ら
説
明
を
受

け
、
民
有
地
と
の
境
界
管
理
の
重
要
性
、
国
有

林
の
貸
付
に
よ
り
、
水
力
発
電
や
観
光
に
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
白
馬
山
国
有
林
ネ
ズ
コ
の
森
遊

歩
道
を
利
用
し
て
地
元
白
馬
村
子
ど
も
会
（
小

学
校
〜
中
学
生
）
対
象
の
森
林
教
室
に
参
加
し

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
班
長
を
務
め
、
学
生
が

持
っ
て
い
る
森
の
知
識
を
最
大
限
生
か
し
つ
つ

子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
学
生
か

ら
、「
国
民
が
安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
の
は

森
林
を
管
理
し
て
い
る
人
達
の
お
陰
で
あ
り
誇

り
に
思
え
る
職
業
で
あ
る
。
将
来
の
こ
と
は
決

め
て
な
い
が
、
今
回
の
就
業
体
験
で
良
い
刺
激

と
な
り
糧
と
な
っ
た
。」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
木
曽
署

　

～
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
～

　

木
曽
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
・
森
林
管
理
局
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し

て
、
八
月
六
日
〜
十
日
に
か
け
て
の
五
日
間
、

東
京
農
業
大
学
森
林
総
合
科
学
科
と
長
野
県
林

業
大
学
校
林
学
科
の
男
子
生
徒
二
名
を
受
け
入

れ
、
現
場
業
務
を
中
心
に
、
経
営
、
販
売
、
土

木
、
治
山
、
造
林
等
の
業
務
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

実
習
研
修
生
か
ら
は
就
労
体
験
を
通
じ
て
、

「
請
負
業
者
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
な

ど
、
人
と
接
す
る
機
会
が
想
像
し
て
い
た
よ
り

民国連携に関する取り組みを説明する鈴木局長（中央）

国有林の貸付事例を学ぶ

境界管理の重要性を学ぶ
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多
く
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
や
信
頼
関
係
が
い

か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。」「
森

林
管
理
署
で
の
業
務
の
幅
広
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。」「
業
務
の
多
く
が
民
間
事
業
体

で
は
難
し
い
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
も
の
で
、

こ
の
先
の
進
路
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
各
業
務
の
就
労
体
験
に
対
し
て
、

目
的
意
識
を
も
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢

が
感
じ
ら
れ
感
心
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
受
け

入
れ
が
将
来
国
有
林
で
働
き
た
い
と
い
う
大
き

な
夢
の
実
現
へ
向
け
て
、
少
し
で
も
役
立
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
飛
騨
署

　

～
ま
る
ご
と
森
林
官
を
学
ぶ
～

　

飛
騨
森
林
管
理
署
に
お
い
て
、
九
月
三
日
〜

七
日
ま
で
の
五
日
間
、
岩
手
大
学
の
学
生
一
名

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
国
有
林
野
事
業
の
業
務

の
う
ち
、
主
に
森
林
官
が
行
う
業
務
を
中
心
に

組
み
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
の
実
習
で
は
、
枝
打
ち
、
除
伐
の

体
験
、
収
穫
調
査
業
務
で
は
、
間
伐
調
査
の
区

域
設
定
か
ら
調
査
、
林
分
密
度
管
理
図
を
使
っ

た
間
伐
木
の
選
木
ま
で
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
界
巡
検
の
研
修
で
は
、
コ
ン
パ
ス

に
よ
る
内
角
を
使
っ
た
不
明
標
の
発
見
方
法
の

習
得
、
森
林
保
護
活
動
で
は
、
乗
鞍
岳
の
高
山

パ
ト
ロ
ー
ル
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
他
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
間
伐
事
業
実

施
箇
所
や
治
山
事
業
実
行
箇
所
、
巨
樹
・
巨
木

保
存
林
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
獣
害
保
護
対
策
実
施

箇
所
な
ど
の
現
場
視
察
も
組
み
入
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
で
は
、
枝
打
ち
作
業
の
面
白
さ
に

夢
中
に
な
り
、
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

　

ま
た
、
間
伐
調
査
で
は
、
樹
高
の
判
読
に
四

苦
八
苦
し
、
境
界
巡
検
の
不
明
標
の
発
見
で

は
、
コ
ン
パ
ス
の
視
準
す
る
地
点
の
み
に
こ
だ

わ
り
、
境
界
標
が
足
下
に
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
な
か
な
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

最
終
日
の
乗
鞍
岳
高
山
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

秋
晴
れ
の
中
、
登
山
者
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
、

ぎ
こ
ち
な
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
五
日
間
の
体
験
で
現
場
末
端
の
い
ろ
ん

な
体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、
彼
の

今
後
の
進
路
を
選
ぶ
上
で
少
し
で
も
羅
針
盤
と

な
れ
ば
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え

ま
し
た
。

 

［
経
理
課
］
去
る
九
月
二
十
八
日
、
平
成

二
十
三
年
度
中
部
森
林
管
理
局
の
決
算
概
要
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
決
算
は
、
適
切
な
収
支

管
理
を
行
い
つ
つ
、
国
有
林
野
の
公
益
的
機
能

の
維
持
増
進
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
収
支
で
は
五
億
二
千
万
円
の
収
入
超
過
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
損
益
計
算
上
で
は
、
三
十
四
億
九
千�

万
円
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

■
発
生
収
支

　

収
入
の
う
ち
、
事
業
収
入
の
大
宗
を
占
め
る

林
産
物
等
収
入
は
、
前
年
度
よ
り
一
億
九
千
万

円
減
少
の
三
十
一
億
一
千
万
円
と
な
り
、
自
己

収
入
全
体
で
は
前
年
度
よ
り
三
億
八
千
万
円
減

境界巡検で不明標を探す

森林作業道作設現場にて

収穫調査業務を体験

生産請負実行箇所にて

平
成
二
十
三
年
度

「
中
部
森
林
管
理
局
決
算
概
要
」を
公
表

平
成
二
十
三
年
度

「
中
部
森
林
管
理
局
決
算
概
要
」を
公
表
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［
南
信
署
］
近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
狩
猟
者

の
減
少
等
に
よ
る
生
息
数
の
激
増
と
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
亜
高
山
帯
か
ら
高
山
帯

へ
進
入
し
、
樹
木
や
貴
重
な
高
山
植
物
に
食
害

や
踏
圧
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
度
、
八
ヶ

岳
の
台
座
の
頭
（
標
高
二
、八
〇
〇
㍍
）
で
、

初
め
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
か
ら
高
山
植
物
を
保
護
す

る
防
鹿
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
か
ら
二
年
が
経
過
し
、
柵
内
の
植
生
は

回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
柵
外
は
依
然
と
し

て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
つ
ぶ
さ
れ

た
高
山
植
物
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
八
ヶ
岳
の
森
林
や
高
山
植
物
が

衰
退
す
る
た
め
、
当
署
及
び
東
信
署
が
協
働
で

実
施
し
て
い
る
南
北
八
ヶ
岳
保
護
管
理
運
営
協

議
会
と
、
今
年
度
か
ら
結
成
さ
れ
た
県
の
広
域

捕
獲
隊
と
の
連
携
に
よ
る
高
山
帯
で
の
ワ
ナ
に

よ
る
捕
獲
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
署
管
内
で
の
ワ
ナ
の
設
置
場
所
は
、
横
岳

「
台
座
の
頭
」
直
下
に
あ
る
ジ
ョ
ウ
ゴ
沢
（
標

高
二
、五
〇
〇
㍍
）
周
辺
で
、
元
々
は
お
花
畑

だ
っ
た
箇
所
が
最
近
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
絶
好

の
採
餌
場
と
な
り
食
性
が
衰
退
し
た
と
こ
ろ

に
、
今
年
の
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
当
地
域

で
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
、
斜
面
の
一
部
が
崩

少
の
三
十
八
億
九
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
般
会
計
か
ら
の
受
入
は
、
事
業
施

設
費
財
源
の
減
少
等
か
ら
、
前
年
度
よ
り

八
億
二
千
万
円
減
少
の
百
八
十
三
億
七
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
入
金
は
、
既
存
の
借
入
金
の
う
ち

平
成
二
十
三
年
度
に
償
還
期
限
が
到
来
し
た
も

の
の
借
換
借
入
金
で
あ
り
、
七
億
六
千
万
円
増

加
の
百
三
十
三
億
八
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
の
減
少
等
に
よ

り
、
給
与
経
費
等
は
前
年
度
よ
り
七
億
二
千
万

円
減
少
の
六
十
一
億
四
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

当
年
度
の
森
林
整
備
等
の
事
業
費
の
減
少
等
に

よ
り
、
前
年
度
よ
り
七
億
九
千
万
円
減
少
の

五
十
五
億
三
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

治
山
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
当
年
度
事
業
費

の
増
加
等
か
ら
、
前
年
度
よ
り
七
億
二
千
万
円

増
加
の
六
十
九
億
八
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

借
入
金
に
係
る
償
還
金
・
利
子
は
、
前
年
度

よ
り
六
億
四
千
万
円
増
加
の
百
四
十
一
億
二
千�

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
三
百
六
十
三
億
円
の
収
入
に

対
し
、
支
出
は
三
百
五
十
七
億
八
千
万
円
で
、

五
億
二
千
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

■
損
益
計
算

　

売
上
高
等
の
減
少
、
経
営
費
等
の
増
加
に
よ

り
、
損
益
計
算
上
の
損
失
は
前
年
度
よ
り
六
億

円
増
加
し
て
三
十
四
億
九
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
発
生
収
支
（
グ
ラ
フ
）

●
損
益
計
算
（
グ
ラ
フ
）

全
国
初
！　

高
山
帯
で
の

�

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
を
実
施

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

林産物等収入
3,110
9%

林野等売払代
157
0.4%

貸付料等収入
554
1%

雑損
159
1%

  

償還金及び
支払利子
14,118
39%

治山事業費
財源受入
8,289
23%

収入（百万円）
合計　36,296

支出（百万円）
合計　35,778

費用（百万円）
合計　20,214

収益（百万円）
合計　20,214

一般会計より受入
10,081
28%

地方公共団体負担金
651
2%

雑収入
71

0.2%

借入金
13,383
37%

給与経費
5,127
14%

基職給与
1,017
3%

業務費等
2,602
7%事業施設費

5,934
17%

治山事業費
6,980
20%

経営費
5,557
28%

一般管理費及び販売費
1,746
9%

治山事業費
8,925
44%

減価償却
3,257
16%

資産除却損
76

0.4%

支払利子
495
2%

売上高
3,168
16%

林野等売払収入
157
1%

財産貸付料等収入
554
3%

一般会計より受入
12,119
60%

地方公共団体工事費
負担金収入

651
3%

雑収
71

0.4%
本年度損失
3,494
17%
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壊
し
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
が
植
生
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
林
地
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
現
状
を
目

の
当
た
り
に
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
八
ヶ
岳
の
森

林
が
壊
滅
的
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
九
月
十
八
日
、
広
域
捕
獲

隊
と
と
も
に
二
〇
個
の
く
く
り
ワ
ナ
を
設
置

し
、
二
十
九
日
目
で
七
頭
（
オ
ス
二
頭
、
メ
ス

五
頭
）
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
に
成
功
し
ま
し

た
。
今
後
、
見
回
り
を
実
施
し
、
降
雪
の
始
ま

る
十
月
下
旬
ま
で
続
け
る
予
定
で
す
。

　

高
山
帯
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
事
業

は
、
現
地
ま
で
の
距
離
が
遠
く
時
間
が
掛
か
る

こ
と
や
ワ
ナ
の
設
置
場
所
の
選
定
が
難
し
く
、

地
形
に
よ
っ
て
は
設
置
で
き
な
い
場
所
も
あ
り

ま
す
が
、
高
山
帯
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
大
型
の

群
れ
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
た
め
、
く
く
り
ワ

ナ
に
よ
る
地
道
な
取
組
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

で
効
果
が
充
分
期
待
で
き
ま
す
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
国
民
の
財
産

で
あ
る
森
林
や
高
山
植
物
等
を
守
る
た
め
、
県

や
市
町
村
な
ど
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
捕
獲
を
更
に
積
極
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
岐
阜
森
林
管
理
署
大
洞
森
林
事
務
所
］

�

末
安　

桂　

森
林
官

　

私
の
勤
務
す
る
大
洞
森
林
事
務
所
、
及
び
椹

谷
森
林
事
務
所
は
、
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
に

あ
り
、
大
洞
国
有
林
、
落
合
国
有
林
の
お
よ
そ

八
、〇
〇
〇
㌶
を
管
理
し
、
そ
の
内
訳
は
人
工

林
が
約
六
割
を
占
め
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
が

多
く
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
は
下
呂
市
の
東
側
に
位
置
し
、
大
洞

国
有
林
は
、
長
野
県
の
木
曽
谷
と
接
し
、
落
合

国
有
林
は
霊
山
で
あ
る
御
嶽
山
の
麓
に
あ
り
ま

す
。
近
く
に
は
、
岐
阜
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
巌
立
」
と
い
う
、
御
嶽
山
が

噴
火
し
た
時
の
溶
岩
流
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ

た
、
高
さ
七
二
㍍
、
幅
一
二
〇
㍍
の
柱
状
節
理

の
大
岩
壁
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
国
有
林
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
林
政

統
一
以
前
ま
で
御
料
林
（
皇
室
の
財
産
で
あ
る

森
林
）
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、
森

林
鉄
道
が
走
り
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
材
や
広
葉
樹
材

を
送
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
利
用
し
て
い

る
林
道
に
は
、
森
林
鉄
道
の
軌
道
敷
跡
を
利
用

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
落
合
国
有
林

の
一
部
は
、
亜
高
山
帯
の
天
然
林
が
多
く
、

「
御
嶽
山
県
立
自
然
公
園
」、「
御
岳
特
定
地
理

等
保
護
林
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
坂
町
に
は
、
急
峻
な
地
形
と
豊
富
な
水
か

ら
つ
く
ら
れ
た
滝
が
あ
り
ま
す
。
滝
と
は
、
五

㍍
以
上
の
落
差
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
小
坂
町

に
は
二
一
六
も
の
滝
が
あ
り
、
多
く
は
落
合
国

有
林
内
に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
数
は
全
国
一
位

で
あ
り
、
小
坂
町
の
滝
は
「
岐
阜
県
の
宝
も

の
」
第
一
号
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滝
の
案
内
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
飛
騨
小
坂

二
〇
〇
滝
」
が
行
い
、
国
有
林
は
フ
ィ
ー
ル
ド

植生が衰退している状況（平成23年度）豪雨により崩壊した斜面（平成24年度）

くくりワナ設置の様子

シ
リ
ー
ズ

「滝めぐり」の受付を行う方々



（�）　平成 24年 �0月 第 �03 号

の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
い
け
る
滝
も

あ
り
、
家
族
連
れ
や
友
人
同
士
、
外
国
や
個
人

の
方
な
ど
、
様
々
な
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
業
務
は
、
森
林
や
林
道
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
境
界
の
管
理
や
、
成
長
過
程
の
森
林
を
育

て
て
い
く
た
め
の
施
業
の
森
林
調
査
、
森
林
施

業
実
行
に
伴
う
監
督
業
務
な
ど
多
岐
に
亘
り
ま

す
。
そ
の
現
場
へ
は
椹
谷
班
と
共
に
調
査
を
行

い
ま
す
。
林
内
の
深
い
サ
サ
に
心
が
挫
け
そ
う

に
も
な
り
ま
す
が
、
椹
谷
班
の
方
々
に
力
強
く

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
調
査
で
は
、
調
査
箇
所
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
書
い
て
あ
る
森
林
調
査
簿
を
確
認
し
た
上

で
、
地
図
や
方
位
磁
石
、
高
度
計
な
ど
、
そ
し

て
最
近
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
の
仕
方
と
し
て

は
、
位
置
の
確
認
だ
け
で
な
く
、
調
査
し
て
歩

い
た
軌
跡
デ
ー
タ
と
撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
を

組
合
せ
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
精
度
の
高
い
情

報
が
期
待
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
頼
り
過
ぎ
な
い
、
山
を

見
る
技
術
を
少
し
で
も
多
く
身
に
つ
け
、
今
後

の
業
務
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
洞
森
林
事
務
所
二
年
目
、
椹
谷
森
林
事
務

所
一
年
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
が
、
現
場
で
は

日
々
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

の
森
林
官
や
同
僚
に
相
談
を
し
、
良
き
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
の
業
務
の
中
で
、
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
現
場
へ
向
か
い
、
現
地
を
確
認

し
、
関
係
者
間
と
連
携
を
と
り
つ
つ
日
々
の
業

務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

［
総
務
課
広
報
］
カ
ラ
マ
ツ
の
黄
葉
の
時
期
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
カ
ラ
マ
ツ
を
木
材
資
源
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
も
評

価
し
て
も
ら
う
た
め
、
広
く
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写

真
の
募
集
を
し
、
優
れ
た
写
真
を
表
彰
す
る
た

め
、「
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◎
応
募
作
品
の
テ
ー
マ

　

募
集
す
る
作
品
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
黄
葉
を
題

材
と
し
た
も
の
と
す
る
。

　

被
写
体
は
、
長
野
県
内
に
生
育
す
る
カ
ラ
マ

ツ
と
す
る
。

◎
募
集
期
間

　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日
ま
で

◎
募
集
要
領

（
一
）
写
真
に
つ
い
て
（
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
み
）

　

①
未
発
表
作
品
に
限
る
。

　

②�

Ａ
４
判
カ
ラ
ー
印
刷
。［
印
刷
用
紙
は
写

真
用
紙
、
光
沢
紙
等
写
真
印
画
紙
仕
様
の

用
紙
］

　

③�

応
募
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
（
フ
ァ
イ
ル
形

式
：
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
を
Ｃ
Ｄ
︱
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
提

出
。

　

④
写
真
の
裏
面
に
は
応
募
票
を
貼
付
。

　

⑤�

作
品
の
意
味
や
背
景
に
関
し
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
を
添
付
（
様

式
は
任
意
）

　

⑥�

被
写
体
は
長
野
県
内
で
現
存
す
る
箇
所
と

す
る
。

◎
審
査
・
表
彰

（
一
）
審
査

　

�　

審
査
員
に
よ
り
、「
映
像
の
美
し
さ
」「
写

真
の
表
現
力
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
（
カ
ラ
マ

ツ
へ
の
想
い
な
ど
）
」
の
三
点
の
総
合
的
な

基
準
で
審
査
を
行
う
。

（
二
）
表
彰

　

�　

応
募
作
品
の
中
か
ら
各
賞
を
選
定
し
表
彰

す
る
。（
賞
状
及
び
副
賞
）

　

①
最
優
秀
賞
（
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
）

　
　

一
点

　

②
優
秀
賞

　
　

五
点
を
予
定

　

副
賞
に
つ
い
て
は
、
木
工
製
品
を
予
定
。

　

な
お
、
表
彰
日
は
審
査
終
了
後
に
決
定
す

る
。

◎
応
募
作
品
の
扱
い

（
一
）�

応
募
作
品
及
び
入
賞
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
主
催
者
が
主
催
、

共
催
、
後
援
す
る
展
示
会
等
及
び
印
刷

物
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
出
版
物
な
ど
に

無
償
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
二
）
応
募
作
品
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

（
三
）�

応
募
作
品
に
関
す
る
事
故
等
に
つ
い
て

は
、
主
催
者
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。

（
四
）�

本
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
写
真
に
記
載
の

個
人
情
報
は
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
運
営

に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し
ま
す
。
応
募

者
の
同
意
な
く
、
利
用
目
的
を
越
え
て

利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

陽光の中の「回廊の滝」（落差40㍍）

末安森林官と椹谷班員

カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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しろ うま だけ

さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
立
公
園
特
別
地
域

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
高
地
は
古
く
山
岳
信
仰
が
起
源
で
、
神
聖

の
地
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
期
か
ら
は
松
本
藩
の
重
要
な
藩
有
林
と
し
て

山
の
麓
で
は
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
な
ど
の
伐
採
搬

出
が
行
わ
れ
、
杣
人
（
そ
ま
び
と
＝
き
こ
り
）

は
島
々
か
ら
島
々
谷
を
通
り
徳
本
峠
を
越
え
、

上
高
地
へ
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
こ

の
道
は
信
州
と
飛
騨
を
結
ぶ
街
道
で
も
あ
り
、

上
高
地
の
歴
史
を
刻
ん
だ
重
要
な
道
で
も
あ
り

ま
す
。

　

明
治
二
十
四
年
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
ン
は
こ
の
道
を
辿
っ
て
上
高

地
に
入
り
、
そ
れ
以
降
数
回
に
わ
た
り
こ
の
道

を
通
り
、
槍
ヶ
岳
や
前
穂
高
岳
に
登
頂
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
明
治
二
十
九
年
に
本
国
で

「
日
本
ア
ル
プ
ス
︱
登
山
と
探
検
」
を
出
版

し
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
存
在
を
世
界
に
広
く
紹

介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
日
本
の
近
代
登
山
幕
開
け
の
ひ
と
つ

と
な
り
、
島
々
は
上
高
地
の
玄
関
口
と
し
て
、

多
く
の
登
山
者
ま
た
文
化
人
ら
が
上
高
地
に
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
に
車
道

と
し
て
釜
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
そ
れ
以
降
は

こ
の
道
を
利
用
し
て
上
高
地
を
目
指
す
登
山
者

は
年
々
減
少
し
、
今
は
北
ア
ル
プ
ス
で
は
珍
し

く
静
寂
な
登
山
道
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

島
々
か
ら
二
俣
ま
で
は
林
道
を
歩
き
、
そ
こ

か
ら
古
い
軌
道
敷
に
沿
っ
た
山
道
に
な
り
ま

す
。
道
脇
に
は
炭
窯
跡
も
あ
り
、
か
つ
て
は
林

業
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
二
俣

と
徳
本
峠
の
中
間
点
の
岩
魚
留
小
屋
に
あ
る
カ

ツ
ラ
の
大
木
は
、
登
山
者
を
や
さ
し
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
次
第
に
登
り
は
き
つ
く
な
り

島
々
か
ら
ほ
ぼ
二
〇
㌔
㍍
、
徳
本
峠
に
立
っ
た

と
き
、
そ
こ
か
ら
望
む
穂
高
・
明
神
岳
は
ま
さ

に
、
神
の
存
在
を
も
思
わ
せ
る
神
秘
的
な
光
景

と
し
て
目
に
飛
び
込
み
ま
す
。

　

こ
こ
に
建
つ
徳
本
峠
小
屋
は
上
高
地
で
も
重

要
な
建
物
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
に
文
化
庁

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
歴
史
的
重
要
な
道
は
数
年
前
よ
り
関
係
者
に

よ
り
維
持
作
業
が
行
わ
れ
、
今
年
度
か
ら
有
志

に
よ
り
「
古
道
徳
本
峠
道
を
守
る
会
」
が
立
ち

上
が
り
、
本
格
的
な
維
持
保
存
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
開
け
た
上
高
地
へ
と
続
く
古
道

島
々
明
神
線
を
、
歴
史
と
沢
筋
を
渡
る
風
を
感

じ
て
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
所
在
地
（
徳
本
峠
）

　

長
野
県
松
本
市
安
曇

◆
ア
ク
セ
ス
（
長
野
県
側
よ
り
）

［
公
共
交
通
機
関
］

◎�

松
本
電
鉄
上
高
地
線
の
島
々
駅
で
下
車
し
、

タ
ク
シ
ー
で
島
々
地
区
ま
で
約
一
〇
分
、
そ

こ
か
ら
登
山
道
を
徒
歩
で
約
七
時
間
三
〇
分

◎�

松
本
電
鉄
上
高
地
線
の
島
々
駅
で
下
車
し
、

路
線
バ
ス
で
上
高
地
ま
で
約
一
時
間
五
分
、

そ
こ
か
ら
登
山
道
を
徒
歩
で
約
三
時
間
三
〇

分
［
自
家
用
車
］

◎�

長
野
自
動
車
道
松
本
イ
ン
タ
ー
か
ら
島
々
地

区
ま
で
約
三
〇
分

◎�

長
野
自
動
車
道
松
本
イ
ン
タ
ー
か
ら
沢
渡
駐

車
場
ま
で
約
一
時
間
一
〇
分
、
路
線
バ
ス
ま

た
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
上
高
地
ま
で
約

三
〇
分

信
濃
路
自
然
遊
歩
道

�

（
上
高
地
国
有
林
）

［
中
信
署
］
日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
北
ア
ル

プ
ス
、
そ
の
南
部
の
玄
関
口
上
高
地
は
、
穂
高

連
峰
を
は
じ
め
、
槍
ヶ
岳
、
常
念
山
脈
な
ど
個

性
派
揃
い
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

上
高
地
は
国
内
有
数
の
山
岳
観
光
地
で
あ

り
、
特
別
名
勝
及
び
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定 徳本峠から穂高岳（前穂高、明神岳）

徳本峠小屋

晩秋の岩魚留小屋とカツラの木岩魚留小屋とカツラの木


